
や
市
民
な
ど
１
０
０
０
名

以
上
が
参
加
し
た

式
典
は
、｢

語
り
継
ぐ

平
和
へ
の
想
い｣

の
放
映

に
続
き
、
黙
と
う
が
行
わ

れ
、
磯
田
市
長
は
主
催
者

挨
拶
で｢
今
後
も
世
界
に

向
け
て
平
和
を
発
信
し
て

い
き
た
い
。
体
験
者
の
話

に
基
づ
く
紙
芝
居
を
作
成

し
て
い
る
が
、
完
成
し
た

あ
か
つ
き
に
は
全
て
の
小

学
校
に
配
布
し
、
平
和
学

習
に
活
用
し
た
い
。
未
来

に
語
り
継
い
で
い
く
こ
と

は
我
々
の
責
務
だ｣

等
と

述
べ
た
。

そ
の
後
、
矢
島
連
合
中

越
議
長
も
各
団
体
の
代
表

献
花
を
行
っ
た
。

長
岡
空
襲
の
話
で
は
、

本
町
３
丁
目
に
居
住
さ
れ

て
い
た
谷
芳
夫
さ
ん(

当

時
７
歳
２
年
生)

が
空
襲

で
母
を
亡
く
し
た
体
験
を

語
ら
れ
た
。

谷
さ
ん
は
「
空
襲
の
日

は
ぐ
っ
す
り
寝
て
い
た

が
、
母
に
抱
き
か
か
え
ら

れ
て
逃
げ
た
。
途
中
、
母

は
家
に
戻
り
、
姉
に
背
負

わ
れ
炎
の
中
を
栖
吉
川
先

(1)第938号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2017年8月11日

か
ら
長
岡
市
平
和
祈
念
式

典
が
開
か
れ
、
小
中
学
生

ア
オ
ー
レ
長
岡
で
は
、

８
月
１
日(

火)

午
前
９
時

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

に
開
会
し
た
。

畠
山
実
行
委
員
長
は
、

｢

長
岡
空
襲
で
父
と
母
を

亡
く
さ
れ
た
方
が
蓮
の
花

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
慰

霊
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
し
た

い｣

等
の
挨
拶
を
述
べ

た
。コ

ン
サ
ー
ト
は
、
約
８

０
０
人
が
集
う
な
か
、
市

立
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
で
は
じ
ま
り
、
磯
田

市
長
挨
拶
や
ｊ
ａ
ｊ
ａ
オ

ン
ス
テ
ー
ジ
と
続
き
、
灯

篭
流
し
で
終
了
し
た
。

計
画
親
善
大
使)

が
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
や
パ
レ
ス
テ
ィ

ナ
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

の
国
々
を
視
察
す
る
中
で

の
体
験
が
数
多
く
語
ら
れ

た
。
終
わ
り
に
は
、
音
楽

を
組
み
合
わ
せ
た｢

生
き

る｣(

谷
川
俊
太
郎)

の
朗

読
で
講
演
を
結
ん
だ
。

も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

祈
願
祭
で
は
、
多
数
の

小
中
学
生
を
前
に
、
八
木

新
教
組
委
員
長
の｢

平
和

像
の
話｣

、
磯
田
市
長
挨

拶
に
続
き
、
小
中
学
生
の

代
表
献
花
、
平
和
学
習
実

践
発
表
等
が
行
わ
れ
た
。

第

23
回
平
和
の
森
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
７
月

31

日(

月)

午
後
６
時

30
分

年
か
ら
代
表
派
遣
し
て
い

る
広
島
平
和
記
念
式
典
派

遣
中
学
生
結
団
式
。

第
３
部
は
、
記
念
講
演

｢

今
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
～
自
分
を
見
つ
め

て
、
世
界
を
見
つ
め
る｣

と
題
し
て
、
紺
野
美
沙
子

さ
ん
（
俳
優
・
国
連
開
発

１
日(

火)

午
前
８
時
か

ら
、
平
和
の
森
公
園(

長

岡
市
本
町
３)

で
、
新
教

組
長
岡
支
部
と
長
岡
非
核

平
和
都
市
宣
言
市
民
の
会

が
主
催
す
る｢

２
０
１
７

平
和
祈
願
祭｣

が
行
わ
れ

た
。こ

れ
は
、
長
岡
空
襲
で

亡
く
な
っ
た
子
供
た
ち
や

教
職
員
な
ど
、
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
へ
の
追
悼
の

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

長
岡
空
襲
を
語
り
継
ぎ
、

非
核
・
平
和
を
誓
う
子
ど

生
が
一
夜
に
し
て
奪
わ
れ

た
。
夢
や
人
生
を
奪
わ
れ

た
学
童
一
人
一
人
の
気
持

ち
を
思
う
と
許
し
が
た
い

気
持
ち
だ｣

等
を
訴
え

た
。次

に
、
昨
年

12

月
に

真
珠
湾

75
周
年
追
悼
記

念
式
典
参
加
の
戸
田
さ
ん

(

高
校
生)

が｢

非
核
平
和

都
市
宣
言｣

を
朗
読
し
、

広
島
派
遣
中
学
生
に
小
学

生
が
折
っ
た
鶴
が
依
託
さ

れ
た
。

終
わ
り
に
は
、
外
山
さ

ん(

中
学
生)

が｢

平
和
の

誓
い｣

を
発
表
、
南
中
学

校
２
年
生
に
よ
る
平
和
祈

念
の｢

誓
い｣

が
合
唱
さ

れ
、
平
和
を
願
い
誓
い
を

込
め
た
日
で
あ
っ
た
。

る
紙
芝
居
と
語
り
、
音
の

効
果
で
、
長
岡
空
襲
で
母

を
亡
く
し
た
兄
と
妹
が
焼

夷
弾
か
ら
逃
れ
る
た
め
必

死
に
市
内
を
逃
げ
惑
う
公

演
が
さ
れ
た
。

第
２
部
は
、
昭
和

61

の
田
ん
ぼ
の
方
へ
逃
げ

た｣

こ
と
や
翌
日
に
は

｢

真
っ
黒
な
大
人
が
横
た

わ
っ
て
い
た｣

こ
と
等
が

語
ら
れ
た
。
ま
た｢

犠
牲

者
に
は
２
８
０
名
超
の
学

童
が
含
ま
れ
て
お
り
、
人

な
が
お
か
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム(

長

岡
市
や
商
工
会
議

所
女
性
会
ほ
か
新

教
組
長
岡
支
部
、

連
合
中
越
等

11

団
体
で
実
行
委
員

会

)

が
、
１

日

(

火)

午
後
２
時
か

ら
ア
オ
ー
レ
長
岡

ア
リ
ー
ナ
で
開
か

れ
、
市
民
等
約
４

０
０
名
が
集
っ

た
。フ

ォ
ー
ラ
ム
は
３
部
構

成
で
、
第
１
部
、
長
岡
空

襲
紙
芝
居｢

思
い
出
の
記｣

で
は
、
今
井
和
江
さ
ん

(

新
潟
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会)

と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ
ビ

リ
ー(

弦
楽
四
重
奏)

に
よ
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長
岡
市
内
で
多
く
の
平
和
関
連
事
業

平
和
を
願
い
、
誓
い
新
た
に
語
り
継
ぐ

長
岡
空
襲
か
ら
72
年
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
平
和
祈
念
式
典
な
ど
開
く

な
が
お
か
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
等
４
０
０
名
が
集
う

平
和
の
森
公
園
・
平
和
像
前
で

２
０
１
７
平
和
祈
願
祭
に
小
中
学
生
等
が
参
列

１
９
４
５
年
８
月
１
日
10
時

30
分
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
爆
撃
機

１
２
５
機
が
長
岡
市
街
地
上
空

に
飛
来
し
、
約
16
万
発
の
爆
弾

を
落
と
し
た
。
１
４
８
６
人
が

犠
牲
と
な
っ
た
長
岡
空
襲
で
あ

る
▼
今
年
も
８
月
１
日
に
、
長

岡
市
内
各
地
で
平
和
関
連
の
式

典
等
が
多
数
の
市
民
の
参
加
の

も
と
で
行
わ
れ
た
。
二
度
と
戦

争
は
し
て
は
い
け
な
い
。
過
ち

を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
。

そ
の
誓
い
を
確
認
す
る
た
め

に
、
世
代
を
超
え
た
多
く
の
人

た
ち
が
集
結
し
、
各
地
で
祈
り

を
捧
げ
た
▼
戦
後
72
年
目
。
戦

争
が
で
き
る
国
づ
く
り
が
淡
々

と
進
ん
で
い
る
。
戦
争
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
様
々
な
法
案

が
、
乱
暴
な
国
会
運
営
で
次
々

と
決
め
ら
れ
て
い
く
様
子
を
見

て
、
平
和
を
誓
う
長
岡
市
民
、

平
和
学
習
に
勤
し
む
各
学
校
の

子
ど
も
た
ち
は
何
を
思
う
の
だ

ろ
う
か
▼
「
私
た
ち
が
頑
張
っ

て
も
国
が
…
」
と
諦
め
る
こ
と

は
し
た
く
な
い
。
街
頭
で
声
を

あ
げ
る
こ
と
も
、
戦
争
に
つ
い

て
学
び
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
も
、
小
さ
な
こ
と
か
も

し
れ
な
い
が
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
微
力
か
も
し
れ
な
い
が
無

力
で
は
な
い
。
地
道
な
一
つ
一

つ
が
、
恒
久
平
和
に
つ
な
が
る

こ
と
を
信
じ
、
で
き
る
こ
と
を

皆
で
や
っ
て
い
こ
う
。 

事務局次長

多田義和≪№254≫

   東蔵王２

平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

平
和
を
願
い
第

23
回

毎
年
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
多
く
の
平

和
関
連
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
長
岡
市
内
で
は
、

７
月
31
日(

月)

に
平
和
の
森
公
園
で｢

第
23
回
平
和

の
森
コ
ン
サ
ー
ト｣

が
行
わ
れ
、
８
月
１
日(

火)

に

は
、
同
公
園
で
平
和
祈
願
祭
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
で｢

長

岡
市
平
和
祈
念
式
典｣

と｢

な
が
お
か
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム｣

が
開
か
れ
、
連
合
中
越
地
協
か
ら
も
大
勢
参
加
し

た
。



平 和 宣 言

皆さん、72年前の今日、8月6日8時15分、広島の空に「絶対悪」が放たれ、立ち昇ったきのこ雲の下で何が起

こったかを思い浮かべてみませんか。鋭い閃光がピカーッと走り、凄まじい放射線と熱線。ドーンという地響き

と爆風。真っ暗闇の後に現れた景色のそこかしこには、男女の区別もつかないほど黒く焼け焦げて散らばる多数

の屍(しかばね)。その間をぬって、髪は縮れ真っ黒い顔をした人々が、焼けただれ裸同然で剝(は)がれた皮膚を

垂らし、燃え広がる炎の中を水を求めてさまよう。目の前の川は死体で覆われ、河原は火傷(やけど)した半裸の

人で足の踏み場もない。正に地獄です。「絶対悪」である原子爆弾は、きのこ雲の下で罪のない多くの人々に惨

(むご)たらしい死をもたらしただけでなく、放射線障害や健康不安など心身に深い傷を残し、社会的な差別や偏

見を生じさせ、辛うじて生き延びた人々の人生をも大きく歪めてしまいました。

このような地獄は、決して過去のものではありません。核兵器が存在し、その使用を仄(ほの)めかす為政者が

いる限り、いつ何時、遭遇するかもしれないものであり、惨(むご)たらしい目に遭(あ)うのは、あなたかもしれ

ません。

それ故、皆さんには是非とも、被爆者の声を聞いてもらいたいと思います。15歳だった被爆者は、「地獄図の

中で亡くなっていった知人、友人のことを偲(しの)ぶと、今でも耐えられない気持ちになります。」と言いま

す。そして、「一人一人が生かされていることの有難さを感じ、慈愛の心、尊敬の念を抱いて周りに接していく

ことが世界平和実現への一歩ではないでしょうか。」と私たちに問い掛けます。

また、17歳だった被爆者は、「地球が破滅しないよう、核保有国の指導者たちは、核抑止という概念にとらわ

れず、一刻も早く原水爆を廃絶し、後世の人たちにかけがえのない地球を残すよう誠心誠意努力してほしい。」

と語っています。

皆さん、このような被爆者の体験に根差した「良心」への問い掛けと為政者に対する「誠実」な対応への要請

を我々のものとし、世界の人々に広げ、そして次の世代に受け渡していこうではありませんか。

為政者の皆さんには、特に、互いに相違点を認め合い、その相違点を克服するための努力を「誠実」に行ってい

ただきたい。また、そのためには、核兵器の非人道性についての認識を深めた上で、自国のことのみに専念して

他国を無視することなく、共に生きるための世界をつくる責務があるということを自覚しておくことが重要で

す。

市民社会は、既に核兵器というものが自国の安全保障にとって何の役にも立たないということを知り尽くし、

核を管理することの危うさに気付いてもいます。核兵器の使用は、一発の威力が72年前の数千倍にもなった今、

敵対国のみならず自国をも含む全世界の人々を地獄へと突き落とす行為であり、人類として決して許されない行

為です。そのような核兵器を保有することは、人類全体に危険を及ぼすための巨額な費用投入にすぎないと言っ

て差し支えありません。

今や世界中からの訪問者が年間170万人を超える平和記念公園ですが、これからもできるだけ多くの人々が訪

れ、被爆の実相を見て、被爆者の証言を聴いていただきたい。そして、きのこ雲の下で何が起こったかを知り、

被爆者の核兵器廃絶への願いを受け止めた上で、世界中に「共感」の輪を広げていただきたい。特に、若い人た

ちには、広島を訪れ、非核大使として友情の輪を広げていただきたい。広島は、世界の人々がそのための交流を

し、行動を始める場であり続けます。

その広島が会長都市となって世界の7,400を超える都市で構成する平和首長会議は、市民社会において世界中

の為政者が、核兵器廃絶に向け、「良心」に基づき国家の枠を超えた「誠実」な対応を行えるような環境づくり

を後押ししていきます。

今年7月、国連では、核保有国や核の傘の下にある国々を除く122か国の賛同を得て、核兵器禁止条約を採択

し、核兵器廃絶に向かう明確な決意が示されました。こうした中、各国政府は、「核兵器のない世界」に向けた

取組を更に前進させなければなりません。特に、日本政府には、「日本国民は、国家の名誉にかけ、全力をあげ

てこの崇高な理想と目的を達成することを誓う。」と明記している日本国憲法が掲げる平和主義を体現するため

にも、核兵器禁止条約の締結促進を目指して核保有国と非核保有国との橋渡しに本気で取り組んでいただきた

い。また、平均年齢が81歳を超えた被爆者をはじめ、放射線の影響により心身に苦しみを抱える多くの人々に寄

り添い、その支援策を一層充実するとともに、「黒い雨降雨地域」を拡大するよう強く求めます。

私たちは、原爆犠牲者の御霊に心からの哀悼の誠を捧げ、世界の人々と共に、「絶対悪」である核兵器の廃絶

と世界恒久平和の実現に向けて力を尽くすことを誓います。

平成29年（2017年）8月6日 

                                  広島市長 松井 一實

平 和 宣 言

「ノーモア ヒバクシャ」

 この言葉は、未来に向けて、世界中の誰も、永久に、核兵器による惨禍を体験することがないように、という被爆者

の心からの願いを表したものです。その願いが、この夏、世界の多くの国々を動かし、一つの条約を生み出しました。

核兵器を、使うことはもちろん、持つことも、配備することも禁止した「核兵器禁止条約」が、国連加盟国の６割を超

える122か国の賛成で採択されたのです。それは、被爆者が長年積み重ねてきた努力がようやく形になった瞬間でした。

私たちは「ヒバクシャ」の苦しみや努力にも言及したこの条約を「ヒロシマ・ナガサキ条約」と呼びたいと思います。

そして、核兵器禁止条約を推進する国々や国連、ＮＧＯなどの、人道に反するものを世界からなくそうとする強い意志と

勇気ある行動に深く感謝します。

しかし、これはゴールではありません。今も世界には、15,000発近くの核兵器があります。核兵器を巡る国際情勢は緊

張感を増しており、遠くない未来に核兵器が使われるのではないか、という強い不安が広がっています。しかも、核兵器

を持つ国々は、この条約に反対しており、私たちが目指す「核兵器のない世界」にたどり着く道筋はまだ見えていませ

ん。ようやく生まれたこの条約をいかに活かし、歩みを進めることができるかが、今、人類に問われています。

核兵器を持つ国々と核の傘の下にいる国々に訴えます。

安全保障上、核兵器が必要だと言い続ける限り、核の脅威はなくなりません。核兵器によって国を守ろうとする政策を見

直してください。核不拡散条約（ＮＰＴ）は、すべての加盟国に核軍縮の義務を課しているはずです。その義務を果たし

てください。世界が勇気ある決断を待っています。

日本政府に訴えます。核兵器のない世界を目指してリーダーシップをとり、核兵器を持つ国々と持たない国々の橋渡し

役を務めると明言しているにも関わらず、核兵器禁止条約の交渉会議にさえ参加しない姿勢を、被爆地は到底理解できま

せん。唯一の戦争被爆国として、核兵器禁止条約への一日も早い参加を目指し、核の傘に依存する政策の見直しを進めて

ください。日本の参加を国際社会は待っています。

また、二度と戦争をしてはならないと固く決意した日本国憲法の平和の理念と非核三原則の厳守を世界に発信し、核兵

器のない世界に向けて前進する具体的方策の一つとして、今こそ「北東アジア非核兵器地帯」構想の検討を求めます。

私たちは決して忘れません。1945年８月９日午前11時２分、今、私たちがいるこの丘の上空で原子爆弾がさく裂し、15

万人もの人々が死傷した事実を。

あの日、原爆の凄まじい熱線と爆風によって、長崎の街は一面の焼野原となりました。皮ふが垂れ下がりながらも、家

族を探し、さ迷い歩く人々。黒焦げの子どもの傍らで、茫然と立ちすくむ母親。街のあちこちに地獄のような光景があり

ました。十分な治療も受けられずに、多くの人々が死んでいきました。そして72年経った今でも、放射線の障害が被爆者

の体をむしばみ続けています。原爆は、いつも側にいた大切な家族や友だちの命を無差別に奪い去っただけでなく、生き

残った人たちのその後の人生をも無惨に狂わせたのです。

世界各国のリーダーの皆さん。被爆地を訪れてください。 遠い原子雲の上からの視点ではなく、原子雲の下で何が起

きたのか、原爆が人間の尊厳をどれほど残酷に踏みにじったのか、あなたの目で見て、耳で聴いて、心で感じてくださ

い。もし自分の家族がそこにいたら、と考えてみてください。

人はあまりにもつらく苦しい体験をしたとき、その記憶を封印し、語ろうとはしません。語るためには思い出さなけれ

ばならないからです。それでも被爆者が、心と体の痛みに耐えながら体験を語ってくれるのは、人類の一員として、私た

ちの未来を守るために、懸命に伝えようと決意しているからです。

世界中のすべての人に呼びかけます。最も怖いのは無関心なこと、そして忘れていくことです。戦争体験者や被爆者か

らの平和のバトンを途切れさせることなく未来へつないでいきましょう。

今、長崎では平和首長会議の総会が開かれています。世界の7,400の都市が参加するこのネットワークには、戦争や内

戦などつらい記憶を持つまちの代表も大勢参加しています。被爆者が私たちに示してくれたように、小さなまちの平和を

願う思いも、力を合わせれば、そしてあきらめなければ、世界を動かす力になることを、ここ長崎から、平和首長会議の

仲間たちとともに世界に発信します。そして、被爆者が声をからして訴え続けてきた「長崎を最後の被爆地に」という言

葉が、人類共通の願いであり、意志であることを示します。

被爆者の平均年齢は81歳を超えました。「被爆者がいる時代」の終わりが近づいています。日本政府には、被爆者のさ

らなる援護の充実と、被爆体験者の救済を求めます。

福島の原発事故から６年が経ちました。長崎は放射能の脅威を経験したまちとして、福島の被災者に寄り添い、応援し

ます。

原子爆弾で亡くなられた方々に心から追悼の意を捧げ、私たち長崎市民は、核兵器のない世界を願う世界の人々と連携

して、核兵器廃絶と恒久平和の実現に力を尽くし続けることをここに宣言します。

2017年（平成29年）８月９日

長崎市長  田上 富久


